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 年度末を迎え、学校では指導の評価とまとめを行い、引継ぎの準備が進められていることと思います。 

県教育委員会では、各学校において個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成と活用を図り、二

つの計画を活用した引継ぎを実施することで、切れ目ない一貫した指導・支援を促進しています。 

本人や保護者の同意の下、学校間や学校と関係機関との連携を強化し、適切な指導と必要な支援を円

滑に継続していくために「特別な教育的支援を必要とする幼児児童生徒の個別の教育支援計画及び個別

の指導計画を活用した引継ぎについて」（令和６年２月２日付け教特第１００１号）を発出しました。

この資料より内容を抜粋してお知らせします。 

 

Q：「二つの計画を活用した引継ぎ」とはどんなことを指しますか？ 
Ａ：本人や保護者の同意を得て、進学先や、進級後の担当者に二つの計画を活用した丁寧な説明を個別に行う

ことを指します。なお、進学等で学校が変更になる際には、適切な指導や必要な支援が切れ目なく続くよ

うに、本人や保護者の同意を得て、計画（写し）を進学先の担当者等に渡すようにしてください。 

 
Q：「二つの計画を活用した引継ぎ」はなぜ必要なのですか？また、どんな効果が期待できますか？ 
Ａ：今まで受けていた指導・支援の内容を二つの計画に明記して引き継ぎ、学年や学校種、担当者が変わって

も、継続して指導・支援を受け、生活や学習上の困難さを軽減して、安心した学校生活を送ることができ

るようにするために必要です。特に進学する際の課題（小１プロブレム・中１ギャップ・高１クライシス

等）においては、二つの計画を活用して対応することで、年度始めをスムーズにスタートすることができ

るようになります。引継ぎの効果としては、以下のようなことがあげられます。 

①適切な指導・必要な支援を切れ目なく継続的に行うことができ、本人の困難さを軽減することができる。 

②学習面や生活面の課題等を早期に把握することで、各種指導計画を早い段階で適切に立てることがで 

きる。 

③得意なことや苦手なこと等を事前に知ることで、本人にとって有効な活躍の場を与えることができる。 

④課題が再び現れた時、対応を講じる際の有効な情報として役立つ。 

 
Q：「二つの計画の保存及び管理」では、どのようなことに留意する必要がありますか？ 
Ａ：計画に記載された個人情報が漏洩したり、紛失したりすることがないよう、学校における個人情報の管理

の責任者である校長が適切に保存・管理しましょう。保存期間に関しては、指導要録の指導の記録の保存

期間を参考として、５年間が望ましいです。転学や卒業等で学校が変更になる際には、原本を保護者へ渡

し、学校は写しを保管しましょう。 

 

詳しくは資料をお読みいただき、一人一人の幼児児童生徒に応じた切れ目ない支援体制の充実のた

めに、二つの計画を活用した効果的な引継ぎをお願いします。 
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＜小学校 知的学級 算数 

「三角形」（３年） 

「場合を順序よく整理して」（６年）＞ 

 

授業者の動き … □→□ 

特別支援学級で、一人の授業者が複数の

学習内容を同時に扱った指導例です。 

 

◎それぞれのグループが学習に取り組みや

すいように、教室内の配置の工夫があり

ました。教室の前後に黒板とホワイトボ

ードを置いて分かれて座ることで、互い

が気にならず、集中して取り組むことが

できました。 

 

◎２つのグループに分けて、それぞれの学

習内容を用意しています。授業者の指導

時間と、児童が練習問題などの課題に取

り組む時間を組み合わせて授業を展開し

ています。授業者の動きが整理されてい

て、動線もスムーズです。 

 

◎指導場面の切り替えで授業者がもう一方

のグループに移る際には、児童が自力で

課題解決に取り組み始めているか確認し

てからその場を離れ、また戻ってからは

ノートやワークシートをていねいに見て

評価していました。 

自力課題で授業が終

わる場合にも、必ず

最後に、取組状況を

確認して、頑張れた

ことを評価します。 

授業の始めには、復習問題や、

意欲を高める自立活動のねらい

を含んだ活動などを行います。 

☆取り組みやすい自力課題の出し方の例☆ 

〇初めてではなく既習のもので、進め方が

わかる、自力で取り組める課題を提示す

る。または、手順表やヒントカードなど

で進め方を示す。 

〇わからないときの対応を約束しておく。

教科書で調べる、解答を確認する、とば

してできるものを優先にする、など授業

者を呼ばずに済む方法を示しておく。 

〇集中力が持続する時間、取り組み可能な

量を提示する。 

〇見通しがもてるように、終わりの時間を

時計やタイマーで示す。 

〇始めに、課題に取り組めているか確認し

てからその場を離れ、終わりには必ず戻

り、自力で頑張れたことを称賛して、解

答を確認する。 

授業者が指導時間を確保するためにも、

課題の用意や出し方が大切です。 


